
別表Ⅰa

令和２年度共同研究のスキーム

研究代表者
（Ｆでは利用代表者）

名称 期間 年度予算 備考 件数

所外
（国内のみ）

一般共同研究 1年又は2年
各年度

200万円以内

国内研究機関（防災研究所を除く）の
研究者を研究代表者とし、防災研究
所内外の研究者と協力して進める共
同研究

10件程度

所外
（国外のみ）

国際共同研究 1年又は2年
各年度

250万円以内

国外研究機関の研究者を研究代表
者とし、防災研究所内外の研究者と
協力して進める共同研究。国外研究
者も国外において経費執行可

3件程度

一般研究集会 年度内開催 100万円以内
萌芽的な研究に関するテーマ又は興
味深いテーマ等について、全国の研
究者が、集中的に討議する研究集会

10件程度

長期滞在型共同研究
1か月～
10か月

200万円以内
国内外の研究者が防災研究所に比
較的長い期間滞在して行う共同研
究。博士後期課程学生も応募可

4件程度

短期滞在型共同研究 2週間程度 30万円以内

国内外の研究者が短期滞在して、隔
地施設・大型設備や資料・データの
利用を通じて行う共同研究。博士後
期課程学生も応募可

5件程度

地域防災実践型共同研究
（一般）

1年又は2年
各年度

200万円以内

地域連携共同研究で、防災研究所
以外の研究者が研究テーマを設定し
組織構成する「研究者提案型」の共
同研究。 自治体等の行政担当者も
応募可

2件程度

Ｂ
所外
（国内・国外とも）
または所内

萌芽的共同研究 1年 30万円以内
自由な発想に基づく小人数の構成に
よる研究。博士後期課程学生も応募
可

5件程度

Ｃ
自然災害研究協議
会

重点推進型共同研究 1年 250万円以内

自然災害研究協議会が企画提案す
る共同研究で、自然災害や防災に関
する総合的な研究や協議会として重
点的に推進しようとする共同研究

2件程度

Ｄ
自然災害研究協議
会及び関連学協会
支部等

地域防災実践型共同研究
（特定）

2年
各年度

500万円以内

地域連携共同研究で、自然災害研
究協議会の地区部会や学協会支部
などが研究テーマを設定し研究チー
ムを構成する「課題設定型」の共同
研究

1件程度

拠点研究（一般推進研究） 1年 500万円以内

共同利用・共同研究拠点として、防
災研究所が特に計画的に推進すべ
き研究プロジェクト。災害に関する学
理と防災の総合的対策を目的とし
て、新たな研究課題の提案、研究組
織、研究ネットワークなどを形成し、
この研究を基礎として将来的に発展
させうる研究

5件程度

拠点研究（特別推進研究） 1年
1,000万円以

内
同上 1件程度

特定研究集会 年度内開催 100万円以内
防災研究所の研究者がリーダーシッ
プをとって実施する、プロジェクトの
立案等の企画を目指した研究集会

4件程度

Ｆ 所外 施設・設備利用型共同研究 随時 申請者負担

防災研究所の隔地施設・大型設備
や資料・データの利用を通じて行う共
同研究。旅費等は利用者が自分で
用意する

適宜

令和元年10月25日現在

Ｅ 所内

Ａ

所外
（国内・国外とも）
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